


平成10草8月広報たまわ、わ

かな人

「
夢
と
生
き
が
い
と
感
動
の
あ
る
生
涯
学
習
」
を
目
指
し
て
、

村
で
は
こ
の
た
び
『
玉
川
村

H

新
H

人
づ
く
り
堆
進
計
覇
』
を
策
定
し

ま
し
た
。

村
民
一
人
ひ
と
り
が
の
豊
か
な
人
生
を
歩
む
た
め
に
は
、
健
康

で
働
く
と
と
は
も
ち
ろ
ん
の
ご
と
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
昧
、

ま
た
は
地
域
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参

画
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
す
。

当
計
画
で
は
、
村
民
に
諸
活
動
へ
の
参
加
と
協
力
を
求
め
な
が

ら
「
人
づ
く
り
」
推
進
事
業
の
活
性
化
を
自
指
し
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
答
申

村
は
、
玉
川
村
正
ヂ
人
づ
く
り

推
進
本
部
(
車
問
次
夫
本
部
長
)
が

当
計
画
書
を
策
定
す
る
に
あ
た
り

住
民
側
か
ら
の
意
見
を
開
く
た
め

に
玉
川
村
庁
新
以
人
づ
く
り
推
進
委

員
会
(
大
野
勝
雄
会
長
)
を
発
足
し

グ新
μ

人
柿
つ
く
り
推
進
人
材
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

村
正
ヂ
ひ
と
づ
く
り
推
進
本

部
で
は
、
来
年
度
発
行
を
日
標
に

村
氏
の
皆
さ
ん
方
の
中
か
ら
、
趣

味
や
特
技
を
持
っ
て
い
る
方
々
を

網
羅
し
た
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

村
氏
7
，
7
0
0
人
余
り
の
中

か
ら
特
異
な
技
術
や
趣
味
を
持
っ

た
人
材
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
よ

り
、
人
材
の
活
用
と
各
生
涯
学
習

教
育
へ
の
参
加
を
容
易
に
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
ま
す
。

ま
た
、
村
民
同
志
の
交
流
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
創
出
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

「
私
は
、
こ
ん
な

特
技
が
あ
り
ま
す
」

平成10年8月

叩
年
度
か
ら
具
体
的
な
人

材
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
に
と
り

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
務
局
と
な
る
教
青
委
員
会
で

は
、
各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

か
ら
の
情
報
な
ど
を
も
と
に
作
業

広報たまかわ

を
進
め
る
予
定
で
す
。

人
材
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
と

し
て
は
、
趣
味
・
特
技
な
ど
に
分

類
し
て
、
更
に
関
係
項
目
ご
と
に

分
類
の
う
え
図
ー
の
よ
う
な
登
録

方
法
と
な
る
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
「
登
録
に
は

積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。

村
長
が
当
推
進
委
員
会
に
計
画

書
策
定
の
諮
問
を
し
た
と
こ
ろ
、

委
員
会
で
は
7
月
時
日
午
後
7
時

か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
委
員

会
を
開
催
し
て
推
進
事
業
内
容
の

検
討
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
一
取
さ
れ
た
推
進
事

業
(
案
)
は
、
主
に
行
政
サ
イ
ド
の

既
存
の
事
業
を
各
課
ご
と
に
、
ま

た
、
事
業
実
施
時
期
に
応
じ
て
整

理
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
新
た
な
人
材
発
据
を

す
る
た
め
の
つ
新
d

人
づ
く
り
推

進
人
材
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
H

や
住
民

が
各
種
事
業
に
参
加
し
や
す
く
す

る
た
め
の
「
人
守
つ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
答
申
さ

れ
ま
し
た
。

{図 2]人づくり力レンダー(例)月10 

2 

玉
川
村
第
4
次
振
興
計
闘
で
は

「
生
涯
学
習
の
充
実
」
が
織
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
同
計
闘
で
は
、
生

涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
充
実
を

図
り
「
入
づ
く
り
」
と
「
地
域
づ
く

り
』
の
推
進
を
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
展
開
し
て
ゆ

く
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。社

会
環
境
の
変
化

に
伴
っ
て
、
村
民
の

意
識
や
価
値
観
な
ど

が
多
様
化
し
て
き
て

お
り
、
村
民
の
学
習

に
対
す
る
要
求
も
多

様
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
関
係
の

領
域
も
広
が
っ
て
き

て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
・
趣
味
な
ど
も
個

性
的
な
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
村
託
制
H

人

づ
く
り
推
進
事
業
計

画
で
は
、
村
民
一
人

ひ
と
り
が
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

趣
味
に
興
じ
て
、
地
域
の
た
め
に

奉
仕
作
業
を
行
う
』
こ
と
を
目
標

に
、
心
豊
か
な
人
生
を
過
ご
し
住

み
良
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

ゆ
く
こ
と
を
内
容
と
し
て
策
定
が

計
ら
れ
ま
し
た
。

[詔， ]人材対イドブ‘ック(例)

村
民
へ
の
浸
透
を
図
る

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
っ
て

豊
か
な
人
生
と
充
実
し
た
日
々
を

送
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
自
己
の
能
力
を

高
め
る
こ
と
や
地
域
社
会
へ
の
参

加
な
ど
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
づ

く
り
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

N

新
d

人
づ
く
り
推
進
事
業
で

は
、
村
氏
が
村
の
各
種
事
業
へ
の

参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
人
づ
く

り
カ
レ
ン
ダ
ー
(
図
2
の
例
参
照
)

を
作
成
し
て
、
金
一
戸
に
配
付
す
る

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
法
学
習
は
、
村
民
全
員
が
主

役
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
人
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
が
村
民
へ
の
浸
透
を
図
る

ガ
イ
ド
役
と
な
れ
る
か
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

長
推期

向

事
務
局
の
教
育
委
員
会
で
は
、

同
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
の
方
向

性
と
し
て
、
『
人
づ
く
り
推
進
』
は

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
達
成
さ
れ

る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で
長

期
的
な
中
で
継
続
性
の
あ
る
十
刀
法

を
取
り
入
れ
な
が
ら
誰
進
し
て
ゆ

く
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。次

年
度
か
ら
逐
次
、
そ
の
と
き

ど
き
に
見
合
っ
た
方
策
に
よ
り
住

民
の
皆
さ
ん
へ
の
浸
透
を
図
っ
て

ゆ
き
な
が
ら
理
解
と
協
調
を
お
願

い
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
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科
目
福
島
県
消
防
操
法
競
技
会
石
川
支
部
大
会

広報たまかわ

圃

竜
崎
分
団
が
健
闘

練
習
の
成
果
を
発
揮

消
防
団
員
の
消
防
操
法
を
競
う
第
判
回
福
島
県
消

防
操
法
石
川
+
支
部
大
会
が
ア
月
お
日
(
巳
)
に
石
川

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
会
は
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
と
ポ
ン
プ
車
の
部
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
、
郡
内

5
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

5
チ
ー

ム
ず
つ
が
出
場
し
ま
し
た
。
本
村
か
ら
小
型
ポ
ン
プ

の
部
に
吉
分
団
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
竜
崎
分
団
が
出

場
し
て
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
健
闘
し
ま
し
た
。

4 

帽
し
く
も
入
賞
を
逃
す

採
点
は
全
く
の
僅
少
差

開
会
式
で
は
小
雨
が
ぱ
ら
つ
い

て
い
ま
し
た
が
、
競
技
が
始
ま
る

頃
に
は
、
気
温
も
上
昇
し
て
夏
の

強
い
日
差
し
が
差
し
て
き
ま
し
た
。

競
技
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
と

ポ
ン
プ
車
の
部
が
同
時
に
始
ま
り

ま
し
た
。
競
技
の
順
序
は
ク
ジ
の

結
果
、
吉
分
間
、
竜
崎
分
団
と
も

に
3
番
目
の
出
場
と
な
り
ま
し

た。

紅
獅
ウ
寸
旗
争
奪
第
引
田
福
島
県
少
年
野
球
選
手
権
大
会
の
須
賀
川
・
岩
瀬
、
石
川
地
区

大
会
が
ア
月

M
日
か
ら
お
日
ま
で
須
貨
川
市
の
牡
丹
台
球
場
な
ど
で
ぬ
チ
!
ム
が
出
場
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
も
泉
中
掌
校
、
須
釜
中
学
校
の
野
球
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
2
チ
ー
ム
ず
つ
出
場
し

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
、
泉
中
A
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾
り
、

8
月

什
日
、
い
は
日
に
郡
山
市
の
開
成
山
球
場
な
ど
で
行
わ
れ
る
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

平成10年8月

県
大
会
優
勝
を
目
指
し
て

広報たまかわ

両
団
の
選
手
は
、
控
え
所
の
前

に
整
列
し
て
出
陣
式
を
行
い
、
関

係
者
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
受
け

て
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
が
競
技
時
間

の
関
係
か
ら
若
干
早
め
に
競
技
が

進
行
し
て
お
り
、
は
じ
め
に
古
分

団
が
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
続
い

て
数
分
後
に
竜
崎
分
団
が
競
技
に

入
り
、
両
分
間
の
選
手
が
隣
同
士

玉川村花いっぱい運動協議会(車田次夫会長)では、8月

3日午後から花いっぱい運動に参加している各ボランティ

ア自体の代表者ら約308で村内の地植え富所の視察を行

いました。

役場マイクロパスに乗って各箇所を視察したところ、マ

リーゴールドやサルビアの花々が縮麗に開花しており、ま

た、除草作業など手入れが行き届いていました。代表者の

皆さんはさき後もこの美しさを保つための管理に力を入れて

ゆくことを豆いに誓い合っていました。

大
会
に
は
、
本
村
か
ら
泉
中
A
と
泉

中
B
、
須
釜
ク
ラ
ブ
と
須
釜
ヤ
ン
グ
ク

ラ
ブ
の

4
チ
i
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

泉
中
B
と
須
釜
ク
ラ
ブ
、
須
釜
ヤ
ン

グ
ク
ラ
ブ
は
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、

泉
中
A
は
、
順
当
に
勝
ち
進
み
決
勝
へ

駒
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝
は
、
さ
き
の

中
体
連
石
川
支
部
大
会
の
決
勝
で
敗
れ

て
い
る
石
川
中
A
チ
l
ム
と
の
戦
い
と

な
り
ま
し
た
が
、

2
対
1
の
接
戦
を
も

の
に
し
て
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

泉
中
A
チ
l
ム
は
、
県
大
会
へ
の
出

場
が
決
ま
り
、
県
大
会
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

揺Z
，宮司E

1運動

3兄

花い

開

悪コンデイションの申
好ゲームを展開

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

地
元
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
家

族
や

O
B
な
ど
大
応
援
団
の
声
援

を
背
に
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。
選
手
の
健
闘
に
応

援
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
ど
の
チ
l
ム
の

力
も
接
近
し
て
お
り
、
全
く
の
僅

少
差
で
残
念
な
が
ら
両
分
団
と
も

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。
な
お
、
優

勝
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
が
平
田

村
、
ポ
ン
プ
車
の
部
が
石
川
町
と

な
り
両
町
村
と
も
県
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

第17回石川地方小体連鼠技大会は、ア月24日(木)に石川郡

内の各小学校からサッ力ーに27チーム、ミ二バスケット{こ24

チームが出場して行われ、 4会場に分散して各会場ごとにIllri伎
を決定しました。

本村の玉川第一小零校と須釜小学校も会場となりましたが、サ

ッ力ーは雨天の悪コンディションの中で行われ、泥ん乙になり

ながら健闘していました。

村内小学校の主な成績は次のとおりでした。

。サッ力一 @ミニバスケット

優勝玉)11-小A(玉一小会場)2位 五)II-/J¥(王一小会場)

2位 川辺IJ¥(中谷二小会場) 3位 )11辺IJ¥(中谷三小会場)

2位須釜IJ¥(須釜小会場)
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寸:臨醸造り十 議主査瀧眼三

広報たまかわ

平成10年度の中学生田内研修事業(北海道研

修)は、ア月27日から29日までの2泊3日の目

謹で行われ、小林教宵長を団長に泉、須釜両中学

校の2年生118名が参加しました。

生徒たちは、北海道の広大な大地に患づく自然

や文化にふれあう霞重な体験をしました。

中学生国内研修報告(上)

村内2年生118名が参加

福
島
空
港
か
ら

北
の
空
へ

研
修
団
一
行
は
、
幻
日
午
前
9

持
か
ら
福
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ

ル
で
結
団
式
を
行
い
泉
中
学
校
の

鈴
木
真
美
さ
ん
が
団
員
を
代
表
し

て
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
叩
時
刻
分
、
一
行
を
乗
せ
た

J
A
L
8
0
5
使
帯
法
行
は
、
北

の
空
に
向
か
っ
て
飛
び
立
ち
ま
し

た
。
約
1
時
間
加
分
の
フ
ラ
イ
ト

で
広
大
な
平
原
に
設
置
さ
れ
た
帯

広
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
広
々
と

し
た
雄
大
な
地
形
を
目
の
当
た
り

に
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
「
広
い
な
あ

j
」
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

平成10if8月

アリ ン先生から

広報たまかわ
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北
海
道
の

文
化
を
学
ぶ

研
修
聞
は
、
十
勝
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
の
自
然
体
験
、
富
良

野
の
牧
場
で
の
チ

i
ズ
造
り
の
見

学
、
旭
川
の
優
佳
良
織
工
芸
・
染

織
物
の
見
学
な
ど
北
海
道
の
文
化

に
触
れ
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
c

最
終
日
は
、
道
都
「
札
幌
市
」

の
市
内
自
由
散
策
を
行
い
、
北
海

道
開
拓
の
歴
史
と
現
代
の
発
展
し

た
姿
を
グ
ル

i
ブ
ご
と
に
計
画
し

て
学
び
ま
し
た
。
(
次
号
に
続
く
)

昨年8月から本村の教蕎委員会に動務していた

アリスン・フィールド先生(村英語指導関手)は

1年間の任期が満3となって母国オーストラリア

へ帰国しました。

アりスン先生は、児藁への英語教喬や一般住民

を対象とした英会話教室の講師として本村に生の

英語を紹介し、指導をしてくれました。

帰国後は、シド二一大学に入って日本語の勉強

を続けるとのことです。また、{今後とも玉川村

で経験したことを忘れないでがんばってゆきた

いjと話していました。
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県
は
首
都
機
能
移
転
候
補
地
の

市
町
村
を
対
象
に
住
民
か
ら
「
生

の
声
」
を
聴
く
こ
と
を
自
的
に
意

見
交
換
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

本
村
の
意
見
交
換
会
は
、
7
月

沼
日
の
午
後
6
時
ぬ
分
か
ら
村
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
各

行
政
区
長
や
各
種
団
体
の
長
な
ど

約
加
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

首
都
機
詑
移
転
は
、
現
在
、
国

の
国
会
等
移
転
審
議
会
で
調
査
・

検
討
が
さ
れ
て
お
り
、

9
月
に
は

本
県
を
現
地
調
査
す
る
予
定
に
な

去十二 ι、コ的自力、 全どヤ工、‘、 丸宅、、工"守時手。

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
審
議
会
で

は
、
来
年
の
秋
頃
に
候
檎
地
を
選

定
し
、
平
成
日
年
に
玉
事
着
工
、

平
成
お
年
に
は
新
首
都
で
間
会
を

開
催
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会
で
は
、
は
じ
め
に

県
企
画
調
整
課
首
都
機
能
移
転
対

策
室
の
担
当
者
か
ら
「
首
都
機
能

移
転
と
は
?
」
「
首
都
機
能
移
転

の
必
要
性
」
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

騒
然
環
境
に
や
さ
し
い

「
森
に
し
ず
む
都
市
」
構
想

首
都
機
能
移
転
を
想
定
し
て
県

で
は
自
然
を
極
力
壊
す
こ
と
な

く
、
ま
た
、
人
口
が
集
中
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
ク
ラ
ス
タ

1
状

(
ブ
ド
ウ
の
房
)
の
都
市
形
成
を
呂

指
し
た
自
然
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
「
森
に
し
ず
む
都
市
』
構
想
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

村
氏
か
ら
の
意
見
な
ど
で
は
、

首
都
機
能
が
移
転
し
た
場
合
の
自

然
環
境
維
持
の
要
望
、
給
水
問
題
、

ゴ
ミ
処
理
問
題
、
地
場
産
業
の
振

興
な
ど
の
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

7 
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か
気
分
爽
快
。

白
根
山
頂

平成10年8月

第
お
田
村
氏
登
山
は
、
栃

木
県
の
名
峰
「
白
根
山
」
へ
の

ア
タ
ッ
ク
で
し
た
。
村
民
総

名
が
パ
ス

2
台
に
分
乗
し
て

出
発
。
梅
雨
が
明
け
な
い
た

め
天
候
は
ぐ
ず
つ
き
模
様
の

悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

し
か
し
、
山
に
登
り
は
じ

め
る
と
、
天
候
も
回
復
し
、

視
界
も
開
け
て
き
ま
し
た
。

山
頂
で
は
好
天
と
な
り
、
参

加
者
は
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
c

広報たまかわ

第3回ふる蓄といしかわ夢フェスタinふるどの
石川地方5町村の広域交流を自由としたふるさと

いしかわ夢フエスタが夢フェスタ実行委員会の主催

で行われました。

合年{志、[石)11地方偉人-自彊人交流会jや fふるさとこ

ども村jをメイン事業として行われ石川郡内外から大勢の親

害づれなどで賑わいました。

本
物
の
技
を
伝
授

特
別
講
師
が
指
導

江
本
先
生
の
指
導
で
行
っ
て
い

る
少
年
サ
ッ
カ

i
教
室
の
麦
休
み

特
別
講
習
会
が
、
須
釜
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
師
に
元
福
島
F
C
コ
ー

チ
の
原
竹
博
さ
ん
、
選
手
の
稲

葉
信
行
さ
ん
と
鈴
木
茂
雄
き
ん
の

3
人
を
招
い
て
、
見
童
に
基
本
的

な
ド
リ
ブ
ル
の
仕
方
や
パ
ス
の
出

し
方
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
ま
た
、

同
講
習
会
は
、

8
月
刊
日
と
げ
日

に
も
行
わ
れ
ま
す
。

村ゲートボール?話会主催による玉川村長杯ゲー

トボール大会が村民グラウンドで行われました。

村内から24チームが出場してトーナメント方式

で競技が行われ小高Bチームが優勝を飾りまし

た。なお、成績は次の通りでした。

優勝小高B 2位北ノ宿

3位 北 三 蔵 3位 南 中 央

小高Bチームが優勝

蕎少宵成村民会議南須釜地[2:推進協議会(円谷

房夫会長)では、毎年彊例の児童生徒たちによる大

寺城跡と都々古別神社の清揮活動を行いました。

また、終3後に高須釜公民館で参加者全員での食

事会を行い懇談をしました。

よ
り
自
分
ら
し
く

よ
り
素
敵
に
輝
く
た
め
に
=
-

村
主
催
の
『
き
ら
め
き
講
座
』
は
、
午
後

1
時
泊
分
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ラ
l
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
!
の
石
割
郁
子
さ
ん
が
講
師
と
な
っ
て

「
お
し
ゃ
れ
と
健
康
」
を
テ
l
マ
に
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地域ぐるみで襲化清掃
今年で14回目

ボーイス力ウトの4年{こ 1慶の祭典f第12回日本ジャン

ボリ-Jが8月3日から秋田県森吉山麓高原で開催されま

す。本村から白山和去君、鈴木道裕君、草野重幸君(以上

泉中)の3名が参加することになわ、午後7時から壮行会

が就業改善センターで行われ、車田村長や小林教湾長な

どから激闘のことばが送られました。

酒田
日本ジャンボリーに

持関かも$名

機
動
力
を
発
揮

村
荘
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
)
に
、
軽
四
輪
車

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
要
介
護
者
宅
へ

の
訪
問
や
出
様
相
談
業
務
な
ど
各
種

業
務
に
俊
敏
に
適
応
で
き
る
な
ど
機

動
力
強
化
と
な
る
よ
う
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

8 

関
村炎通対策窃議会では、安全協会と交通安全母の会の

協力を簿て、県道詣患空港西線で fテント村作戦jを行

いました。ドライパーに交通安全冊ラとジユースなどを

配付しながら安全運転を昭びかけました。

善さから来る疲れに注意

を中区の双皇昌光さん万の畑にジャンボなかぼちゃが出

来ました。このかぼちゃは『都かぼちゃjという晶穫で

通常は1.5kgくらいにしかならないとのこと。しかし、

このかぼちゃの重さは、なんと16kgでした。双里さん

は(ごれも異常気象の産物なんでしょうかねえ ?Jと雲

っていました。

こりゃデ力イ 11

ジャンボか{まちゃ出現

9 
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もも

平成10年8月立ミ報たまかわ

第27田約や遺雷の誇震は一一重要な

ト-ミニパスケッソフトポール

第
幻
目
玉
川
村
少
年
球
技
大
会
は
須
釜
小
掌
校
と
玉
川
勤
労
者
体
首

セ
ン
タ
i
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
男
芸
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
女
立
す
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ん
が

行
わ
れ
、
各
行
政
区
の
一
/
す
供
育
成
会
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
、
男
ウ
ウ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
竜
崎
チ

i
ム
が
、
女
寺
ミ
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
中
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

広
げ
ら
れ
、
児
童
た
ち
は
毎
日
の

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

夏
休
み
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
競
技
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

司
君
男
予
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

竜

崎

チ

1
ム

準
優
勝
南
須
釜
チ

1
ム

3

位

小

高

チ

1
ム

北
須
釜
チ

l
ム

圃女一，
f
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

中

チ

l
ム

準

優

勝

竜

崎

チ

1
ム

3

位

南

須

釜

チ

l
ム

北
須
釜
チ

l
ム

夏
休
み
中
の
事
故
防
止
と
青
少

年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
同

大
会
は
、
今
年
で
幻
回
を
迎
え
ま

し
た
。午

前

8
時
初
分
、
北
須
釜
チ
ー

ム
を
先
頭
に
日
チ

l
ム
が
次
々
と

入
場
行
進
を
行
い
開
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
優
勝
し
た
小
高
チ

1
ム
の
主

将
矢
吹
力
也
君
が
全
選
手
を
代
表

し
て
選
手
宣
誓
一
を
し
て
競
技
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
須
釜

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
行

わ
れ
日
チ

1
ム
が
出
場
し
、
ま
た
、

女
子
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
、
須
釜
小
学
校
体
育
館
と
玉
川

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

目
チ

1
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
が
繰
り

不
動
産
売
員
な
ど
重
要
な
契
約
を
交

わ
し
た
り
遺
一
一
一
一
口
を
残
し
た
り
す
る
と
き

は
、
後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
紡
ぐ
た
め
に

も
「
公
証
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
法
律
の
プ
口
で
あ
る
公
証
人
が
公

文
章
で
あ
る
公
正
証
書
を
作
成
し
、
取

引
や
財
産
の
安
全
を
図
2
て
く
れ
る

i
そ

れ
が
公
証
制
度
で
す
。

くださ予ドと潤度取引や賜産の安金者守る公証

公
証
人
役
場
で
取
り
扱
う
事
務
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
金
銭
の
貸
借
、
土
地
や

建
物
な
ど
の
売
買
ま
た
は
賃
貸
借
、
交

通
事
故
や
離
婚
な
ど
に
伴
う
損
害
賠
償

ま
た
は
慰
謝
料
の
支
払
い
な
ど
に
関
す

る
契
約
公
正
証
書
や
遺
言
公
正
証
書
の

作
成
な
ど
で
す
。
最
近
で
は
、
お
金
の

貸
し
借
り
な
ど
の
契
約
や
遺
書
の
擦

に
、
公
証
人
役
場
を
利
用
し
、
公
正
証

書
を
作
成
す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

@
の
作
成
に
は
、
次
の
よ
う

な
利
点
が
あ
り
ま
す
口

@
公
正
証
書
は
公
文
章
な
の
で
、
裁
判

や
そ
の
他
の
酉
で
極
め
て
強
力
な
証
拠

力
が
あ
り
ま
す
口
ま
た
、
金
銭
の
支
払

い
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
裁
判
を
し
な

く
て
も
権
利
を
実
現
で
き
る
な
ど
特
別

の
効
力
が
あ
り
ま
す
口

⑧
公
正
証
書
の
原
本
は
公
証
人
役
場
の

書
庫
に
保
管
さ
れ
る
の
で
、
紛
失
・
改

ざ
ん
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

@
遺
書
を
公
正
証
書
に
す
る
と
、
自
筆

遺
一
一
一
日
証
書
と
は
速
い
、
遺
一
一
一
一
口
者
の
死
亡

後
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
直
ち
に
、
そ
の
公
正
証
書
記

載
の
遺
雷
の
内
容
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〔
宣
誓
認
証
制
度
〕

キ
品
、

第
三
者
が
供
述
し
た
内
脊
を
記
載
し

た
書
面
な
ど
が
証
拠
と
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
そ
の
証
拠
と
し
て
の
信
用

性
を
高
め
る
た
め
に
、
書
面
の
作
成

者
が
喜
面
の
内
容
が
真
実
に
間
違
い

な
い
こ
と
を
公
証
人
が
認
証
す
る
宣

誓
認
証
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

(
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
)
。

こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
の
進
行
が
よ
り

迅
速
に
な
り
、
確
実
な
証
拠
の
た
め

当
事
者
の
権
利
も
守
ら
れ
ま
す
。

@
公
証
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
最
寄
り
の
公
証
人
役
場
ま
で
口

〈
日
本
公
証
人
連
合
会
〉

2
0
一一一
ee--i

一一一五
O
二
l

八

O
五
O

品

ソフトポーん優勝の竜崎チーム
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主
山

主
ψ

生

ミニバスケット優勝の中チーム

四

辻
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須
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小須法

辺 崎 屋釜寺

(男子ソフトポール)

三己主工

句Z)11 

中I 
Eコ

、、
E

l
l
-
“
 

j
 

中間

JII 

辺

北 山竜岩 小南

須小 法吉中 須

釜 罷崎寺 高釜

(女子ミニバスケットボーJI.J)

で?せr

司1司1

生

調理の前!こは、よく手を洗うこと。

魚介類は真水でよく洗うこと。

まな板・ふきん・包丁等の洗浄消毒を十分行うこと。

卵-肉などは、新鮮なものを購入し、保管温度に

気をつけるごと。

冷欝庫の開問は、素早く行い、詰め9"ぎないこと。

残りものは、思めにすてるか、食べる前に、もう

一度よく火を通すこと。

ハ工などの害虫を駆験し、台所に侵入させないよ

うにすること。ハエから揚管出血性大腸欝0157

が検出されています。発生予防と駆除を徹底する

こと。

宴会料理は、必ずその揚で食べること。生ものは、

決して持ち帰らない。

行楽時の弁当の語理は、特に注意し、車の中など

に長時間放置しないごと。

食中毒のうち家庭で発生

するものが、全体の約

20%を占めています。

金中琶を防ぐため、次の

ことに注意しましょう。

①

②

③

④

 

裁
判
官
、
検
察
官
な
ど
を
長
く
つ
と

め
た
法
律
実
務
の
経
験
者
の
な
か
か

ら
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て

い
ま
す
。
わ
が
国
に
は
、
現
在
、
約
五

百
五
十
人
の
公
証
人
が
お
り
、
公
証
人

が
執
務
す
る
公
証
人
役
場
は
、
一
エ
百
か

所
以
上
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

八

月

は
「
電
気
使
用
安
全

は
、
一
日
の
最
高
気
温
が

初
度

C
以
に
な
っ
た
臼
、
「
熱
帯
夜
」

は
、
最
低
気
温
が
お
度

C
以
下
に
な
ら

な
か
っ
た
夜
で
す
。

例
年
7

月
か
ら

9

月
ま
で
の

3

カ

月

間
、
感
電

災
害
が
多

発
す
る
傾

⑤ 

⑥ 

⑦ 

③ 

⑨ 
知コ

払
/
'
1

フ

よ

量
挙
い
じ
さ
v

u

題
審

m
-
U治
一

、

J

こ

ご

し

選-一、守
f
t
¥
、nr
t
¥
は

席

問

轟
砲
1
4望

/

戸

k
(

デ

「

に

を

1
4
6
f
d
d

続
器

も

~

銭

綴

〉

J

F

P
訟

の

抽

出

「
)
/
々
は
N
Y

ド
ド

t

i
、Mi
w
p
v

一一

向
に
あ
り
ま
す
。
法
レ
コ
コ

暑
さ
に
よ
る
疲
労
の
た
め
注
意

力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ

で
坑
の
露
出
部
分
が
多
く
な
り

さ
ら
に
、
発
汗
に
よ
り
電
気
が
流

れ
や
す
く
な
る
な
ど
の
悪
条
件
が

重
な
り
合
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

通
産
省
で
は
、
毎
年
八
月
を

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、

全
国
一
斉
に
電
気
使
用
の
安
全
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

間
」
で
す

11 



080 
れ宇句。文色理蹄講座

福富県の「海外との地域間交流事業j

のひとつ力ナダについて、県民に理解を

深めてもらうことを目的に講座を開きます。

1歳児お誕生健診・・・..o........・・ ⑮

午後 1時~・..........・・・・・・・・・・ 園

25日(火) 健康づくりセミナー・・ ・・・・・・・・・・・ ⑮
午後7時~・・・・・..........・・・・・・ 麗

28臼(金) 機能訓諜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑧

午前10時~・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ !塾

.8月

21自(盆)

「
た
く
わ
え
く
ん
」
は
、

安
心
・
安
全
・
安
定
を
目
指
し
ま
す

主
食
で
あ
る
「お
こ
め
」
を
安
定
し
て
消
費
者
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
た
め
、
食
糧

庁
の
行
っ
て
い
る
「
備
蓄
制
度
」
を
ご
荏
知
で
す
か
?
「
備
蓄
」
は
、
不
作
の
時
に
備
え

て
、
通
常
一
定
量
を
一
年
間
、
政
府
指
定
窟
庫
に
低
温
保
管
し
豊
作

・
不
作
等
の
影

響
を
極
力
穏
和
し
消
費
者
の
皆
様
に
、
「
安
心
し
て
」
「
安
全
な
」
お
米
を
、
供
給
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
価
格
も
市
場
価
格
の
乱
高
下
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
安
定
し
ま

す
。
「
た
く
わ
え
く
ん
」
は
、
之
の
備
蓄
米
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
す
る
た
め
の
愛
称
で
す
。

備
蓄
さ
れ
る
大
事
な
「
お
こ
め
」
は
そ

の
お

い
し
さ
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に

摂
氏
十
五
度
以
下
の
低
温
で
保
管
さ

れ
、
「
味
」
や
「
栄
養
分
」
は
も
と
よ
り
害

虫
や
カ
ピ
か
ら
お
米
を
守
り
ま
す
口

福
島
県
に
登
録
し
た
「
登
録
小
完
結
」

に
お
い
て
、
「
稿
島
県
指
定
標
準
米
」
が

「た
く
わ
え
く
ん
」の
愛
称
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

赤
坂
団
地
分
譲

の
お
知
ら
せ

本
村
川
辺
地
区
の
赤
坂
田
地
の
分
譲
住
宅

(
宅
地
)
の
購
入
者
を
先
着
順
受
付
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

販
売
区
画
数
は
、
立
区
画
と
な
っ
て
い
ま
す
o

-
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
受
付
場
所

玉
川
村
役
場
企
画
財
政
課

岱

0
2
4
7
5
7
I
4
6
2
9矢吹中央公民館

無 料(第4回目は実費負担)

8月20日までに電話で申込んでください。

先着順で30名になり次第締切ります。

矢吹中央公民館包0248-42-2829

働福島県関際交流協会

矢吹中央公民館

園田時と内容

ー場所

圃受講料

圃申込先

催画主
機能訓練・・・・・・...........・・・・・・・ ⑮

午前10時~・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 圏
母親教室・....................・・ ⑧

午前9時15分~・・・・・・・・・・・・・・・・ 麗
育児教室・....................・・ 嬉)

午後 1時~・..........・ ・・・ ・・・・・・ 蓮j

股関節脱臼横診................18石

午後 1時30分~午後2時・・・・・・・・ 冨

11日(金) 7・8力月見健康栂談・・・・・・・・・・・ ⑮

午前10時~・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 習

16日(氷) ポリオ予防接種・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・ ⑨
午後 1時~・・・..................[璽

17日(木) ポリオ予防接種・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・ 謀)

午後 1時~・・・・・...........・・・・・5雪

.9月
7日(月)

9日(水)

⑧ :須釜公民館

圏:受付時間

5茎
寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきましたc

厚く梅礼申し上げます。

9月9日は「救急の臼Jです。

9月6日--9月12日は救急医療週間です。

I救急車た、って、一番近いあなたには、かなわない。l
[救命の輪j

(Chain of Survival) 

旧日本赤十字社

救護看護婦等に対する書状贈呈事業

主~
大切な命を救うために必要な行動を、迅速に途切れることなく

先の大戦において戦地等に派遣され、戦時衛笠

勤務に服された旧日本赤十亨社救護看護婦、並び

に!日陸海軍従軍看護婦のうち慰労給付金未受給者

の方に対して内題総理大臣名の書状を贈呈いたし

ます。

書状の贈呈は、請求に基づいて行うごととして

1，770戸 (+3)

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

⑮ :保健センター

日石 :I日石川保健所

記

-南須釜の吉村清克さん

(村社会語祉協議会)

7，642人 (-4)

3，737人 (-3)

行う重要性を表しています。

まま 早い通報 :おちついて、はっきりと119雷に通報する。。皐い崎君、手当:救急車の到着前{こ/1)肺蘇生法なとQの応急手

当を行う。

斗 早い救急処置:救急救命土の行う除細動などの高度救急処置

巴 阜い罷療処置:医療機関における医療処置

画救急法講習会を希望する方は、須賞川消防署救急係 (n76-
3196)までご連絡ください。

広報たまかわア月号トピックスinたまかわの第47白玉川

山野草展の記事中、玉川|山野草会会長名の「溝井博道会長Jは「奥野

四郎会長jの誤りでした.お詫びのうえご訂正申し上げます。

畠 畠畠問

。品。長品三
2 島 2 画 島 5ミ
4 食 4 流食 :ii
8 糧 |通 横 孟
|事 5 課 事 。
75務 3 務
|所 4 所
1 須 1

1 賀 4
4 )11 1 
1 支 4

所 1

おりますので、請求される方は、内閣総理大臣官

房管理室ヘ直接請求書類を送付してください。

1 請求することができる方

外地における勤務経験を育し、加豊年を富めた

勤務時鶴が12年未満のi日日本赤十亨社救護看護婦及

び旧陸海軍従軍看護婦であった方。

2 請求期限平成15年3月31日まで

3 請求書類の送信先及び問い合わせ先

〒100-0014 東京都千代田区末田町1-6-1
内閣総理大臣官房管理室 業務担当

n03-3581-2475・3828

旭区

川辺

小 高

中

岩法寺

竜崎

南須釜

'l 

襲語藍場藍鐘鼓麗謹輔諸事轟良蕃麗
(7月届出分)

地 区 死 亡 者 氏 名 年 齢 世 帯 主名

岩法寺 大竹 書 雄 64 美智子

竜崎小林元春 66 元安
鈴木 雲 江 80 英雄

南 須 釜 吉 村 弘 46 清克

翠調 前月号掲載の吉田盟主さんは祖霊さん
の誤りでした。お詫びのうえ、ご訂正
申し上げます。

す
一扮

路

弥

夫

勅

和

治

安

一

世

話

宗

浩

山

市

開

辰

仲

正

安

昇

ざ
一(

ご一う一と一で一め一お一生一誕一お一

出生児氏名

矢部裕雅

沖 田 奈 々 香

鈴木勅希

矢部達樹

矢内夏哉

大野恵美

長 峯 大介

-竜崎の小林元安 さん

・竜崎の鈴木英雄さん

村のようす
(10年8月1日現在)

3，905人(ー 1) 

村

県

民

税

国
民
健
康
保
健
税

国
民
年
童
保
険
料

今
月
の
納
税第

2
期

第

2
期

8
月
分

【
納
期
眼
は
8
月
お
日
(
火
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

村

公

民

館

会
べ
た
い
も
の
即
刻
に
求
む
君
な
れ
ば
妻
の
気
苦
労
も
思
わ
れ
ぬ
ら
し

島

田

秘

書

V
2

摘
み
立
て
の
山
菜
の
一
束
生
き
い
き
ど
自
の
匂
い
し
て
厨
を
溝
た
す

夢
に
み
し
母
の
面
影
速
く
し
マ
恋
し
き
朝
は
花
手
向
け
お
り

年
寄
の
花
見
は
さ
ま
に
な
ら
ず
ピ
も
若
き
ら
の
目
を
見
れ
ば
華
や
ぐ

も
の
言
え
ば
く
ち
び
る
寒
し
タ
風
に
成
せ
ぬ
夢
な
ど
よ
み
が
え
リ
く
る

諏
訪
イ
セ
子

小
針
み
ね
子

柳
沼

金
那
木
さ
み

白
旗

、y

ヤ隆
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私
の
ふ
る
さ
と
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シ
リ
ー
ズ

今
日
の
食
卓
⑤

今
月
の
お
題
は

「
夏
野
菜
は
夏
バ
テ
の
特
効
薬
」
で
す

食
欲
不
振
に
お
ち
い
り
が
ち
な
夏
。

色
彩
が
美
し
く
爽
や
か
で
食
欲
を
そ
そ

る
夏
野
菜
に
は
、
疲
労
回
復
、
消
化
促

進
、
整
腸
作
用
と
優
れ
た
効
果
を
持
つ

も
の
が
い
っ
ぱ
い
。

胃
腸
が
弱
る
夏
こ
そ
、
野
菜
料
理
を

中
心
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
(
夏
野
菜
)
ナ
ス
、
ト

マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
枝
豆
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、

ピ
ー
マ
ン
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
な
ど

ー
北
海
道
蘭
越
町

l

榊

正
夫
さ
ん

(
北
須
釜
)

枝
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
北

海
道
磯
谷
郡
蘭
越
町
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
積
丹
半
島
の
少
し
南

に
位
置
し
て
お
り
私
の
家
は
尻
別
川
の

f

河
口
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

海
沿
い
な
の
で
、
子
供
の
こ
ろ
は
海
や

川
で
遊
ん
だ
の
が
思
い
出
で
す
。
夏
場

は
、
釣
り
や
泳
ぎ
が
楽
し
み
で
し
た
。尻
別

川
を
泳
い
で
横
断
す
る
の
を
目
標
に
泳

ぎ
を
練
習
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す

D

海
で
は
ウ

ニ
や
ア
ワ
ビ
、
イ
カ
な
ど

が
取
れ
て
、
友
達
と
浜
辺
で
焼
い
て
食

べ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
の
海
い

っ
ぱ
い
に
見
え
る
漁
火
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

A 
・ワインゼネガ一大さじ5

(米詐の時は暁をみながら加減)

・サラ夕、油大さじ2

・塩、コショウ 適量

冬
は
海
沿
い
で
風
が
強
い
た
め
そ

ん
な
に
雪
は
積
も
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
寒
さ
は
厳
し
く
て
尻
別
川

は
凍
結
し
ま
し
た
。
歩
い
て
渡
る
こ

と
が
で
き
た
し
、
ス
ケ
ー
ト
遊
び
な

ど
も
し
ま
し
た
。

町
内
に
は
雷
電
温
泉
な
ど
い
く
つ

か
の
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
か

つ
て
は
に
し
ん
漁
が
盛
ん
で
、
町
内

に
は
そ
の
栄
華
が
忍
ば
れ
る
「
に
し
ん

御
殿
』が
あ
り
ま
す
。
弁
慶
伝
説
も
あ

っ
て
、
弁
慶
が
自
ら
の
万
を
か
け
た

と
一一一日
わ
れ
る
「
万
が
け
岩
」
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

〔
方
言
ク
イ
ズ
〕

海
に
い
る
鳥
な
ん
で
す
が
、
私
の

ふ
る
さ
と
で
は
「
ゴ
メ
」
と
言
い
ま

す
。
さ
て
、
な
ん
で
し
ょ
う
?

※
先
月
の
答
え
i
「藁
で
作
っ
た
タ

ワ
シ
」
で
す
。

fとりの唐揚げと
夏野菜のマリネ風j

-材料 (4人分)ー 1人分292キロカロリー

・とりもも肉大 1枚(300g) 

・酒、こしょう、塩、片栗粉適量

・ナ ス 中1個 (120g ) 

・トマト 中 1i国(70g) 

・キュウリ 中1本(100g ) 

・玉ネギ 中 1/21~(60 g) 
-白ごま、ミョウガ、

一一作り方一一 青しそ~招みで

①ナスは洗って2ヶ所位つま楊枝で穴をあげ、ラップ

して 1分30秒位毒害レンジにかけた後さます。ナ

ス、トマト、キュウリ、玉ネギは5mm角に切りA
につけ込む。

②とりもも肉は一口大に切り酒、こしょう、塩で軽く

下昧をつけ、片栗粉を軽くまぶして色よく揚げる。

③熱いうちに②を①に入

れ1時間位つけこむ。

④皿に盛り、箔みで白ご

ま、みじん切りのミョ

ウガ、千切りの青しそ

を載せてでき上がり。

組
麗蓬蓮盤欝欝醤E選議議

心に残る
我がふるさと

『玉川村の産品を東京ヘJ

東京都新宿[g

石黒敏予さん

(小高出島 ・車田茂夫さんの叔母)

日
本

一
の
村
、

誇
り
で
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
出
も
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
玉
川
村
の

急
激
な
発
展
に
目
を
見
張
る
ば
か

り
で
、
過
去
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大

き
さ
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
で
も
、
ふ
る
里
の
山
々
の
緑
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
は
今
も
残
っ

て
お
り
、
都
会
の
雑
踏
の
中
に
暮

ら
す
私
に
は
、
本
当
に
心
が
洗
わ

れ
る
よ
う
で
す
。

ふ
る
さ
と
玉
川
村
も
、
福
島
空

港
が
建
設
さ
れ
た
~こ
と
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ス
カ
イ
パ

l
ク
玉
川
構
想
な
ど
デ

ツ
カ
イ
夢
が
ど
ん
ど
ん
実
現
し
て

行
く
そ
の
パ
ワ
ー
に
は
い
つ
も
驚

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
久
し

ぶ
り
に
帰
郷
し
た
時
も
学
校
や
ふ

玉
川
村
は
私
の
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れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
立
派

さ
に
は
び
っ
く
り
い
た
し
ま
し

た
。だ

け
ど
私
の

一
番
好
き
な
の
は

玉
川
村
産
の
お
米
や
竹
炭
、
い
ろ

い
ろ
な
名
産
品
で
す
。
東
京
で
は

な
か
な
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
私
が
い
つ
も
考
え
て
い
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
東
京
に
玉
川
村
の
発
信
基
地

東
京
支
庖
を
開
い
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
福
島
県
玉
川

村
の
知
名
度
を
も
っ
と
も
っ
と
高

め
て
、

東
京
の
人
達
が
大
勢
、

玉

川
村
に
来
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
い
う
役
割
を
持
つ
玉

川
村
東
京
支
庖
を
作
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
、
私
の
長
年
の
夢
な
の
で

す
。
玉
川
村
の
皆
様
、
東
京
玉
川

会
員
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
・
・
・
・
・
・
。




